
書名 発行所 発行月 著者 

「職業倫理」．PT スタートガイド 基礎理学療法

概論 改訂 第 2版 
メジカルビュー社 

2023.12 大森圭貢 

「救命措置（一次救命処置）」．PT スタート 

ガイド 基礎理学療法概論改訂 第 2 版 メジカルビュー社 2023.12 大森圭貢 

脳卒中リハビリテーション治療・支援の 

First STEP,  苦手を克服！画像のみかた！ メジカルビュー 
pp.2-23,2023 

年9 月 17 日 

大村優慈（著） 

髙橋忠志, 栗田慎也（編） 

神経障害理学療法学. 第 2 版, 脳画像の見方 羊土社 pp.39-54,2024年 

2 月 29 日 

大村優慈（著） 

潮見泰藏（編） 

第 2 部疾患等悪物治療血管炎症候群 ネオメディカル 2023 年 10 月 定本清美 

第 2 部疾患等薬物治療成人スティル病 ネオメディカル 2023 年 10 月 定本清美 

第 2 部疾患と薬物治療リウマチ性多発筋痛症 ネオメディカル 2023 年 10 月 2023 年 10 月 

Q＆A でわかる がん疼痛緩和ケア 第 2 版 じほう 2023 年 4 月 監修：的場元弘,加賀谷肇 

分担執筆 加賀谷肇他 

緩和医療薬学 改訂第 2 版 南江堂 2023 年 4 月 編集 日本緩和医療薬学会 

分担執筆 加賀谷肇他 

実践 小児薬用量ガイド（第 4 版） じほう 2024 年 3 月 監修：甲斐純夫, 

加賀谷肇、佐藤透 

緩和医療薬学(改訂第 2 版) 南江堂 2023 年 4 月 国分秀也 (担当:共著) 

調剤と情報（【薬局・在宅でのあらゆる場面を

想定 管理&使い方をマスターしよう 医療用麻薬

のトリセツ】第 5 章 がん疼痛治療を深める） 

じほう 2023 年 5 月 国分秀也 (担当:共著) 

Evidence Update 2025 南山堂 2023 年 12 月 佐藤淳也 

臨床論文吟味×アカデミック・ディテーリング 調剤と情報（じほう） 2023 年 12 月 佐藤淳也 

いまさら聞けない・いますぐ知りたい「疑問」

に答える抗がん薬の支持療法 じほう 2023 年 7 月 佐藤淳也 

進行性疾患患者の呼吸困難の緩和に関する診療ガ

イドライン 
金原出版・日本緩和医療 

学会 

 

2023 年 6 月 佐藤淳也 

がん薬物療法に伴う末梢神経障害診療ガイドライ

ン 2023 年版
南江堂・日本がんサポ 

ーティブケア学会 2023 年 6 月 佐藤淳也 

医療用麻薬のトリセツ 調剤と情報（じほう） 2023 年 6 月 佐藤淳也 

緩和医療薬学 改訂第 2 版 2023 年 5 月 佐藤淳也 

植物の香りのサイエンス NHK 出版 2024年3月20日 塩田清二、竹ノ谷文子 

薬学生のための解剖生理学ノート パート１ アドスリー 2023年4月10日 塩田清二（監修） 

薬学生のための解剖生理学ノート パート 2 アドスリー 2023年10月10 日 塩田清二（監修） 

新スタンダード薬学シリーズ第 2 巻 社会と薬学 東京化学同人 2024 年 3 月 竹内尚子 他５１名 

薬のエキスパートに学ぶ 見逃されやすい副作用・ 

相互作用 

救急医学 2023 年 4 月 細谷龍一郎,  北島健士 

学校におけるメンタルヘルス教育の普及啓発

活動に取り組む親の行動体験と心理の過程 

日本アディクション 

看護学会誌第 20 巻 

 2 号（P11-22） 

令和 5 年 9 月 上松太郎, 松下年子、 

片山典子 

運動介入が物質関連障害者の自尊感情や自己効

力感を高める効果：スコーピングレビュー 

日本アディクション看護

学会誌第 21巻 1 号 
in press 小野寺悠斗, 佐々木博之

片山典子 

射乳反射の自覚がある母親の産後1 か月まで

の母乳不足感の体験 

母 性 衛 生 、 64(4), 

485-492

2024 年 1 月 堀田江理、松岡あやか、 

山﨑圭子、金子政時 

学術論文（原著）
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論文タイトル 掲載誌・発行元 掲載月 著者 

正規雇用就労女性の就労と妊娠出産育児に関す

る主体的体験 

母性衛生, 65(2), 

in press 

2024 年７月予

定 

宮地友里、山﨑圭子、

福島富士子 

Effect of Domestic Violence on the Health-  

related Quality of Life of Pregnant Wo 

men during the COVID-19 Pandemic 

Journal of 

Japan Health

Medicine 

Association, 

in press 

2024 年未定 

Tsuda,Honoka; Kaneko, 

Masat oki; Yamazaki, 

Keiko;Tsuruta, urumi; 

Tanabe,Ayako;Yoshinaga

,Saori; Taniguchi, 

Mitsuyo;Fujii oshinobu 

治療中止と同時に療養の場を選択する進行が

ん患者とその家族へのがん看護専門看護師による

相談支援の実際 

日本がん看護学会誌 

37 巻 
2023 年 10 月 

三堀いずみ、林ゑり子、

菅野雄介、玉井奈緒、渡

邉眞理、赤瀬智子 

Lifestyle Behavior of refrainin g from 

sugary drinks and rice accompaniments in 

type 2 dia betes patients within 3 months 

of diagnosis leads to a decrease in BMI 

after 12 months 

Diabetology 

International 
2023 年 8 月 

徳永友里、青盛真紀、

渡部節子 

Association of obesity with health literacy 

and weight perception among woman 
Literacy and practice 

2023 年  12 月 

アクセプト 

碓井瑠衣、青盛真紀、

金森将吾、渡部節子 

Implementation of a multimodel hand-

hygiene education program at a geriatric-

healthservices facility:Analysis of changes 

in health workers' hand-hygien e compliance 

and residents' infection morbidity 

Japanese society for 

infection prevention 

and control 

2024 年 2 月 
高橋幸子、落合亮太、

渡部節子 

就学前の子どもを育てる35 歳以上の母親の心身

の不調に影響する要因～育児ストレスと月経

状態の影響（査読あり） 

日本母性看護学会 2023.3 
野井恵加、坂梨薫, 

勝川由美 

シルバーカーと歩行車の方向転換動作分析

～補助車と体幹の動きの関係、上肢の動きに

着目して～

日本リハビリテーション

工学協会誌 38（3），181-

187, 

 

2023/11/1 

山中 梨央、石井  慎

一 郎 、 櫻井  好美、 

山本 澄子 

着地動作の柔らかさによる大腿四頭筋とハムスト

リングスの共収縮の違い-共収縮と衝撃吸収能の

関係

バイオメカニズム学会 

誌Vol.47, No.4 
2023/11/1 

小松 佳路 ，石井 慎

一郎 ，櫻井 好美 ，

山本 澄子 

理学療法学科学生の長期臨床実習における義肢

装具の経験に関する調査 日本義肢装具学会誌 40:53-63,2024 

島袋公史 ,  大村優慈 ,立

田統,  砂田宏典,  浅見豊子 

介護老人保健施設入所者における食堂の座席で

の反復起立テストと日常歩行，  バランス機能，歩

行耐久性の関係 

The Japanese Journal 

of Rehabilitation Medicine accepted 
大村優慈,  脇島克介,酒

向正春, 小笠原尚和 

Construction of a support system for people requiring 

specia l care at evacuation shelters u sing 

Geographical Information 

System (GIS) 

Japanese Journal 
of Disaster Medicine 2023 年 4 月 

Eiji Shimoda 

炭酸入浴剤による炭酸温水足浴が身体的バラ

ンス能力に及ぼす影響

人工炭酸泉研究会雑誌 2024 年 3 月投稿

（査読中） 

中村 壽志 

令和五年度 老人保健事業推進費補助金 老人保

健健康増進等事業 リハビリテーション・機能訓

練，口腔，栄養の一体的取り組みに関する調査

研究事業報告． 

一般社団法人日本健

康・栄養システム学会 2024 年 3 月 
三浦公嗣， 仲井培雄， 

土田将之，杉山みち子，

他 

Changes in acceleration and d eceleration 

factors associated with active gait speed 

adjust ent 

Journal of Physical 

Therapy S cience 

vol36, No.5, 

pp1-8, 2024 

Tomoya Kokue, Yuma 

Takena ka, Masayuki 

Tsuchida,Tomotaka 

Suzuki,Kenichi Sugawara 
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論文タイトル 掲載誌・発行元 掲載月 著者 

1 手指用ピストンデバイス PDFin による痙縮減弱の

即時効果の検証（査読付） 日本機械学会ロボティク

ス論文 1P1- D26,1-2. 2023 年 6 月 

水野蒼麻, 森田良文, 

田邉浩文, Nguyen Thi 

Kieu Chinh, 

姚潤宏 

2 Comparing Effectiveness of Pist on Device 

for Finger and Stretchi ng for Hand 

Spasticity in Stroke Patients（脳卒中患者の麻痺

手痙縮に対する指ピストンデバイスとストレッチング

との効果の比較）（査読付） 

International 

Convention on Rehab 

ilitation Engineering 

and Assistive 

Technology, PO2.1 

2023 年 8 月 
Runhong Yao, 水野蒼

麻, 芝坂亮太, 森田良

文, 田邉浩文, 

3 Spasticity reduction effect of pa ssive 

repetitive joint motion by pi ston finger device

（ピストンフィンガーデバイスによる他動的反復関節

運動の痙縮軽減効果）（査読付） 

生体医工学シンポジウ

ム論文集D-3 2 2023 年 8 月 
水野蒼麻, 芝坂亮太, 

田邉浩文, Runhong 

Yao, 森田良文 

4 自主歩行トレーニング支援ロボットの腰部装着によ

る歩行動作への影響に関する考察（査読付） 電気電子情報関係学会 

論文集 

2023 年 8 月 
奥畑大輝,  森田良文, 

田邉浩文 

5 再生医療への作業療法士の役割と期待 第 57 回日本作業療法学会

企画セミナー論文集 

 

2023 年 11 月 
田邉浩文、宮本直也、

奥田正作、高田雄一 

6 維持期脳卒中重度片麻痺に対する間葉系幹細胞投

与後の集中リハビリテーションの実践報告～シングル

ケーススタディ～（査読付） 

第 57 回日本作業療法学

会抄録集 

2023 年 11 月 田邉浩司，田邉浩文 

7 生活期脳卒中片麻痺者に対する 

modified CI セラピーの適応効果の検証（査読付） 第 57 回日本作業療法学

会抄録集 
2023 年 12 月 

藪崎さや子, 石丸敦彦, 

渡邊愼一, 高岡徹, 田

邉浩文 

8 The actual situation of rehabilit ation sites 

in Japan（日本におけるリハビリテーションの実態）

（招聘講演） 

Japan-Poland 

International Worksh 

op on Technologies 

supporting 

rehabilitation and 

medical services in 

POZUNAN 

2023 年 12 月 
田邉浩文 

9 Tanabe Therapy, a brain restruc turing approach for 

central nervou s system diseases（中枢神経疾患に対する

脳再構築アプローチ「タナベセラピー」） （招聘講演） 

Japan-Poland 

International Worksh 

op on Technologies 

supporting reh 

abilitation and 

medical services in 

LODZ 

2024 年 2 月 
田邉浩文 

10 手指伸筋促通トレーニングデバイス iPARKO の手指

伸展の即時効果検証 

電気学会論文誌 Vol.143, 

pp.1099- 1105 

(DOI:10.1541/ieejeiss.143.10

99) 

 

2023 年 12 月 

水野蒼麻 ,  森田良文 ,  田

邉浩文,  Nguyen Thi Kieu 

Chinh, 姚潤宏 

11 Verification of Immediate Effe ct of Finger Extension 

Using a Fi nger Extensor Facilitation Training Device 

" iPARKO"（指伸展促通訓練デバイス「iPARKO」を用いた

指伸展の即時効果の検証）（査読付） 

IEEJ Transactions on 

Electronics, Information and 

Systems, vol. 14 3, issue 

12, pp. 1099-1105 

2023 年 12 月 水野蒼麻 ,  芝坂亮太 ,  

田邉浩文,  Runhong Yao,  

森田良文 

Career Support for Persons wi th Visual Impairment: 

A Litera ture Review on the Issues Rel ated to the 

Employment of Pe rsons with Disabilities in Japa n 

（査読付） 

International Journal of 

Human ities and Social 

Science 

13(5): 11-17 

2023 年 12 月 Kenichi Hokari, Yukiko 

Goto Yusuke Masuda, Jun 

Yaedad: 

弱視学生が必要とするICT 環境に対する大学教員

の支援自己効力感に及ぼす個人要因の影響（査読

付） 

高等教育と障害 

6(1)：1-18 
2024 年 1 月 

相羽大輔, 増田雄亮 

丹野傑史,  鈴木祥隆 
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論文タイトル 掲載誌・発行元 掲載月 著者 

エビデンスに基づく実践の促進要因に関する探索

的研究～急性期リハビリテーション専門職を対象

とした予備調査結果～（査読付） 

作業療法 

43(1)：141-146 
2024 年 2 月 

佐藤雅哉,  増田雄亮 

作業中心の Evidence-based pra ctice を支援する臨

床教育の有用性－探索的事例検討－（査読付） 

作業療法 

43(2)：ページ未定 
2024 年 4 月 

廣瀬卓哉,  丸山祥 増田雄

亮, 久保大輔京極真 

How to Perceive Rehabilitation at the Onset of 

Cerebrovascu 

lar Disorder Sequelae 

Open Journal of 

Depression 1 2(3) 

2023/8/28 
Toshimasa Mikawa , 

Hirofumi Tanabe 

車椅子座位上肢機能検査（Wh eel Chair Seating 

Arm Functio n Test,WS-AFT） 短縮版の開 

発．（査読付） 

車椅子シーティング研

究 8:11-19. 2023 年 11 月 岡本絵里加，亀ヶ谷忠彦 

Feasibility of Child-Resistant a nd Senior-Friendly Press 

Thro ugh Packages: Potential of Dif 

ferent Materia 

 

Pharmaceutics 15(3)2023.4 Kiyomi Sadamoto 

手指機能と医薬品利用や日常 

動作への影響 
人間工学 suppl592023.9 定本清美、浦裕之 

Structural Impact Assessment of Cytochrome P450 

2A13 Polymorphisms Using Molecular Dynamics 

Simulations 

Biological and 

Pharmaceutical Bulletin 

62(11):1679-

1688, 2024 

Koichi Kato, Tomoki 

Nakayos hi, Yuki Kitamura, 

Eiji Kurimoto, Akifumi 

Oda, Yoshinobu  

Ishikawa 

Identification of the Most Imp actful 

Asparagine Residues for γS-Crystallin 

Aggregation by  Deamidation 

Biochemistry 47(3):620-628, 

2023 

Koichi Kato, Tomoki 

Nakayos hi, Sho Hioki, 

Masahiro Hirats uka, 

Yoshinobu Ishikawa, 

Eiji Kurimoto, Akifumi 

Oda 

Phytochemical investigation of Scutellaria 

 scordiifolia and its trypanocidal activity 

Phytochemistry 209:113615, 

2023 

StipanNurbyek, uyanmandak 

h Buyankhishig, Keisuke 

Suga numa, Yoshinobu 

Ishikawa, Mi ka Kutsuma, 

Marie Abe, Kenr oh 

Sasaki, Bekh-Ochir Davaap 

urev, Javzan Batkhuu, 

Toshihiro Murata 

Interaction of Host Proteins wi th Cell 

Surface Molecules of t he Pathogenic Yeast 

Trichospo ron asahii（査読付） 

Med Mycol J. 

2023;64(2):29-3 6. 
2023 年 4 月 

Ichikawa T, Okumura M, 

Miz umura T, Hayashi 

M, Watanab e M, Ikeda 

R, Ishibashi Y. 

The Association between Mole cular 

Initiating Events and Dr ug-Induced 

Hiccups(査読付) 

Pharmaceuticals 

巻：17号：379 

頁：1-15 

2024 年 3 月 

Ryuichiro Hosoya, Reiko 

Ishii- Nozawa, Tomoko 

Terajima, Ha jime 

Kagaya,Yoshihiro Uesawa 

「ダメ。ゼッタイ。」普及運動は医療用麻薬の適

正使用に影響しているか？ 

（査読付） 

日本緩和医療薬学会 

雑誌巻：17 

号：1 

頁：17－24 
2024 年 3 月 

鈴木勉、長谷川真司、加賀

谷肇 
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論文タイトル 掲載誌・発行元 掲載月 著者 

Effectiveness and safety of pri mary 

prophylaxis with G-CSF after induction 

therapy for acu te myeloid leukemia: a 

system atic review and meta-analysis of 

the clinical practice guideli nes for 

the use of G-CSF 2022 from the Japan 

society of clinical oncology 

Int J Clin Oncol 

2024 Mar 18 

doi: 

10.1007/s10147-

023-02465-0 

aeda T, Najima Y, Kato 

Y, et al. 

Effectiveness and safety of pri mary 

prophylaxis of granulocy te colony-

stimulating factor during dose-dense 

chemotherapy for urothelial cancer: 

Clinical Practice Guidelines for the Us e 

of G-CSF 2022 

Int J Clin Oncol 

2024 Mar 22 

doi: 

10.1007/s10147

-024-02491-6

Uchino K, Tamura S, 

Kato Y, et al. 

Effectiveness and safety of pri mary 

prophylaxis of G-CSF d uring chemotherapy 

for prostat e cancer, Japanese clinical 

gui deline for appropriate use of G-CSF: 

clinical practice guidel ines for the use 

of G-CSF 2022 

Int J Clin Oncol 

2024 Mar 28 

doi:0.1007/s101

47-024-02501

-7

Kimura S, Shigeta K, 

Kato Y, et al. 

Optimal timing of prophylactic pegylated G-

CSF after chemo therapy administration for 

pati ents with cancer: a systematic review 

and meta-analysis from Clinical Practice 

Guidelines for the use of G-CSF 2022 

 

Int J Clin Oncol 2024 Mar 25 

doi:0.1007/s101

47-024-02499-y

Ozaki Y, Yokoe T, Kato 

Y, et al. 

Protective effect of teriparatide against 

vancomycin-induced cytotoxicity 

in osteoblasts. 

 

J Orthopae Sci 2023 年 11 月 

Tsuji K, Kimura S, 

Tateda K, Takahashi H 

Whone-genome sequencing ana lysis of molecular 

epidemiolog y and silent transmissions caus 

ing meticillin-resistant Staphylo coccus 

aureus bloodstream infe 

ctions in a university hospital 

 

 

J Hosp Infect 2023 年 6 月 

Sato T, Yamaguchi T, Aoki 

K, Kajiwara C, Kimura S, 

Maed a T, Yoshizawa S, 

Sasaki M, Murakami H, 

Hisatsune J, Sug ai M, Ishii 

Y, Tateda K, Urita 

Y. 

Comparison of Analgesic Effic acy and Safety 

of Low-Dose Transdermal Fentanyl and Oral 

Oxycodone in Opioid-Naïve Patients with 

Cancer Pain 

 

 

Biological and 

Pharmaceutical 

Bulletin 

46:1444-1450, 

2023 

Mariko Kawana,Akime 

Miyasa to,Miyui 

Funato,Keigo Nagatan 

i,Norifumi Suzuki,Chiharu 

Ono da,Hidenori 

Fujimoto,Rintaro 

Ohno,Ayuko Kusakabe,Mio 

Kir ibayashi,Kazuyo 

Nakamura,Mas ayoshi 

Kondo,Ayumi Ozeki,Ko 

usuke Okamoto,,Hideya 

Kokub 

un 

緩和医療における点滴ルートマネジメント確立に向

けた医療用麻薬注射薬の配合変化試験組 

合せ要望に関する全国調査 

 

日本緩和医療薬学雑誌 

16:23-30, 

2023 

近藤 匡慶, 宗像 千恵, 

龍 恵美, 吉田 真人, 高瀬 

久光, 国 分 秀也 
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論文タイトル 掲載誌・発行元 掲載月 著者 

薬局薬剤師に対する緩和ケア 

の相談支援体制の必要性と実行可能性の調査 日本緩和医療薬学雑誌 16:55-63,2023 

土井 真喜,  佐藤 由美,  

飛鷹範明, 文 靖子, 岡本 

晃典, 国分 秀也 

A Multicenter Retrospective O bservational 

Study Analyzing t he Effect of 

Polypharmacy on Oxycodone Tolerability 

J Pain Palliat 

Care Pharmacot her 

2024 

Mar;38(1):3-12. 

Makihara K, Yamamoto Y, Mi 

yazaki M, Taguchi M, Sato 

J, Takase H, Uezono Y. 

Transient Worsening of Pain After 

Administration of Immu ne Checkpoint 

Inhibitors – A Case Series 

In Vivo 

2024 Mar-

Apr;38(2):944-

948. 

Saito Y, Sato J, 

Takeshima T, Kase H. 

Efficacy of combined use of Suvorexant 

and Ramelteon in preventing postoperative 

deliriu m: a retrospective comparative 

study 

J Pharm Health 

Care Sci 

2023 Dec 

1;9(1):42. 

Ikeuchi S, Tanaka R, 

Sugiura T, Shinsato K, 

Wakabayashi A, Sato J, 

Suzuki K, Shino M. 

Efficacy and safety of bone m anagement 

agents administered at 12 weeks vs. 4 

weeks in p atients with bone metastases: 

A systematic review 

J Oncol Pharm 

Pract 

2023 Oct 

9:1078155223120

3720. 

Sato J, Kodaira M, Harada 

H, Iguchi H, Yoshida T, 

Shibata H 

Effects of Opioids, Steroids,  

B enzodiazepines, Anticholinergic s,  

and Antihistamines on the Efficacy  

of Antipsychotics for Treating Delirium  

in End-of- Life Adult Patients Undergoin 

g Palliative Care 

J Pain Palliat 

Care Pharmacot her 

2023 

Dec;37(4):298-

307. 

Sato J, Tanaka R. 

Relationship Between SGLT2 I nhibitors  

and Hemoglobin Lev els: A Retrospective 

Observational Study 

In Vivo 

2023  Sep-

Oct;37(5):2327-

2333. 

Yoshida Y, Takahashi K, 

Hash imoto R, Oya T, Sato 

J. 

Opioids for the Management o f Dyspnea  

in Cancer Patients: A Systematic Review and 

Meta-analysis 

Int J Clin Oncol 2023 

Aug;28(8):999-

1010. 

Takagi Y, Sato J, 

Yamamoto Y, Matsunuma R, 

Watanabe H, Mori M, 

Hasegawa T, Matsu da Y, 

Kako J, Kasahara Y, G oya 

S, Kohara H, Nakayama 

T, Yamaguchi T. 

せん妄患者に対する院内製剤 

ペロスピロン坐薬の作成と使用経験 日本緩和医療薬学雑誌 16(2) 47-51 

2023 年 6 月 

佐 藤 淳 也 ,  藤本泰輔 ,  

梅田鈴香, 塚越真由美, 

田中 怜 

Effect of Intracerebroventricular 

Administration of Galanin-Li ke Peptide on 

Hepatokines in C57BL/6 J Mice. 

J Mol Neurosci 2024/2/22 

Satoshi Hirako, Nobuhiro 

Wad a, Yuzuru Iizuka, 

Takahiro Hir abayashi, 

Haruaki Kageyama, 

Hyounju Kim, Naoko 

Kaibara, Naoko 

Yanagisawa, Fumiko Ta 

kenoya, Seiji Shioda 

The NERP-4-SNAT2 axis regu lates pancreatic 

β-cell mainte nance and function. 

Natue Commun 

2023/12/9 

Weidong Zhang, Ayako 

Miura, Md Moin Abu 

Saleh, Koichir o 

Shimizu, Yuichiro Mita, 

Ryo ta Tanida, Satoshi 

Hirako, Seij i Shioda, 

Valery Gmyr, Julie Kerr-

Conte, Francois Pattou, 

C hunhuan Jin, 

Yoshikatsu Kana i, 

Kazuki Sasaki, Naoto 

Mina mino, Hideyuki 

Sakoda & Masamitsu 

Nakazato 
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論文タイトル 掲載誌・発行元 掲載月 著者 

Transcriptomic (DNA Microarr ay)  

and Metabolome (LC-TOF-MS) Analyses of 

the Liver in High-Fat Diet Mice after  

Intr anasal Administration of GAL 

P (Galanin-like Peptide). 

Int J Mol Sci 2023/10/31 

Fumiko Takenoya, Junko 

Shib ato, Michio 

Yamashita, Ai Ki mura, 

Satoshi Hirako, Yoshihik 

o Chiba, Naoko Nonaka,

Seiji Shioda, Randeep

Rakwal 

Docosapentaenoic acid-rich oil lowers plasma 

glucose and lipi ds in a mouse model of 

diabe tes and mild obesity. 

 

Nutrition Res 2023/8/16 

Satoshi Hirako, Takahiro 

Hirab ayashi, Junko 

Shibato, Ai Kim ura, 

Michio Yamashita, Yuzuru 

Iizuka, Nobuhiro Wada, 

Naok o Kaibara, Fumiko 

Takenoya, 

Seiji Shioda 

さくらセルエキストラクトの美白効果 日本アロマセラピー学会

誌 2023/11/1 

柴藤淳子、竹ノ谷文子、山下

道生、塩田清二 

海外の大麻規制変遷から考える 

国内の大麻規制再構築の意義. 

医薬品医療機器レギュラ

トリーサイエンス,  54:  

36-42,  2023.

 

4 月 舩田正彦 

薬剤師への相談ニーズから見た妊産婦特性と 

薬局使用経験との関連性評価 

日本ファーマシューティ

カルコミュニケーショ

ン学会会誌

 

2023 年 4 月 

池 下  暁 人  相 良  篤 信  

畦 地 拓 哉  前 田  絢 子  

里  香 世 子 小 湊  英 範  

鳥 越  一 宏  佐 野 元 彦  

堀内  正子  里  史明  有

田  悦 子  湯本  哲郎  濃

沼  政美 

Survey on sharing information Japanese Journal of 

Communit 

2023 年 6 月 Ikeshita A , Sagara A , 

Azech 

about health products/medicine s between 

obstetricians and pr egnant/postpartum  

women towa rd supporting pregnant/postpart 

um women by family pharmacy/pharmacist 

y Pharmacy i T , Maeda-Minami A , 

Sato K , Koinuma M , 

Kominato H , Torigoe 

K , Sano M , H oriuchi 

M , Sato F , Yumoto T 

Development of a novel drug information 

provision system f or Kampo medicine using 

natu ral language processing techno logy 

BMC Medical 

Informatics and 

Decision Making 

2023年 7月13日 

Ayako Maeda-Minami 

Tetsuhir o Yoshino 

Tetsuro Yumoto Ka yoko 

Sato Atsunobu Sagara K 

enjiro Inaba Hidenori 

Kominat o Takao Kimura 

Tetsuya Takis hita Gen 

Watanabe Tomonori 

Nakamura Yasunari Mano 

Yuk Horiba Kenji 

Watanabe Junz Kameio 

Potential risk of driving perfor mance 

under combined conditi ons of taking 

second-generatio n antihistamines and 

attending calls using a hands-free functi 

on. 

Traffic injury 

prevention 

2023年 10月10日 

Atsunobu Sagara, Akihito 

Nagahama,Hayato A ki, 

Hiroki Yoshimura, Makoto 

Hiraide, Takatsune 

Shimizu, Motohiko Sano, 

Tetsuro Yumoto,Tomoo 

Hosoe, Kenji Tanaka 

Association between baseline b lood pressure 

and the incidenc e of lenvatinib‐induced 

hypert ension in patients with thyroid cancer 

Cancer Medicine 2023年 10月30日 Yuma Shibutani Kazuko 

Tajiri Shinya Suzuki 

Tomohiro Enok ida 

Atsunobu Sagara Susumu 

Okano Takao Fujisawa 

Fumiak i Sato Tetsuro 

Yumoto Motohi ko Sano 

Toshikatsu Kawasaki 

Makoto Tahara 
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論文タイトル 掲載誌・発行元 掲載月 著者 

Proteomic analysis of adult T- cell 

leukemia/lymphoma: A bi omarker 

identification strategy based on preparation 

and in-so lution digestion methods of total 

proteins. 

Leuk Res. 3 月 

Sudo H, Tonoyama Y, 

Ikebe E, Hasegawa H, 

Iha H, Ishida YI 

Interaction of Host Proteins wi 

th Cell Surface Molecules of t he 

Pathogenic Yeast Trichospo ron asahii 

Med Mycol J 2023 年  4 月 

Ichikawa T, Okumura M, 

Mizumura T, Hayashi M, 

Watanab e M, Ikeda R, 

Ishibashi Y. 

薬剤師への相談ニーズから見た妊産婦特性と 

薬局使用経験との関連性評価 

日本ファーマシューティ

カルコミュニケーション

学会会誌 

21(1) 6-13 

2023.4 

池 下  暁 人  相 良  篤 信  

畦 地 拓 哉  前 田  絢 子  里

香 世 子 小 湊  英 範  鳥越  

一宏  佐野元彦  堀内 正子 

里 史明 有田  悦子  湯本  

哲郎  濃沼  政美 

The Association between Mole cular Initiating 

Events and Dr ug-Induced Hiccups(査読付) 

Pharmaceuticals 

巻：17号：379頁：1-15 2024 年 3 月 

Ryuichiro Hosoya, Reiko 

Ishii- Nozawa, Tomoko 

Terajima, Hajime Kagaya, 

Yoshihiro Uesawa 

Molecular, functional, and hist opathological 

classification of t he pituitary 

neuroendocrine neoplasms 

Brain Tumor Pathology 38:183-188,2021 

Inomoto C, Tahara S, 

Oyama K, Kimura M, 

Matsuno A, Te ramoto A, 

Osamura RY 

Sirtuin 3 Mediated by Spinal cMyc-Enhancer 

of Zeste Hom ology 2 Pathway Plays an Im 

portant Role in Human Immun odeficiency 

Virus-Related Neuropathic Pain Model(査読付) 

 

ANESTHESIA&ANALGESIA 2024 年 3 月 

Zhu X, Yi H, Gu J, Liu 

S, H ayashi K, Ikegami 

D, Pardo M, Toborek M, 

Roy S, Li H, Levitt RC, 

Hao S 

Artificial helix supramolecule by doubly p-

xylyl bridged bis (ZnII–cyclen) (cyclen = 

1,4,7,1 0-tetraazacyclododecane) Inorganic Chemistry 

Communi cations 

2023/05 

Yoshimi Ichimaru Koichi 

Kato Kirara Sugiura Risa 

Isomura Haruto Fujioka 

Tohru Koike Sayuri 

Fujii-Kishida Masaaki  

Kurihara Yoshihiro 

Yamaguchi Wanchun Jin 

Masanori Imai Hiromasa 

Kurosaki 

Aqua{μ-1,4-bis[(1,4,7,10-tetraa 

zacyclododecan-1-yl)methyl]ben zene}(nitrato-

κO)dicopper(II) t ris(nitrate) trihydrate IUCrData 2023/06 

Yoshimi Ichimaru, Koichi 

Kat o, Kirara Sugiura, 

Sarina Oga wa, Wanchun 

Jin, Masaaki Ku rihara, 

Yoshihiro Yamaguchi, 

Masanori Imai, Hiromasa 

Kurosaki 

Effects of tramadol via a µ-op ioid receptor 

on pancreatic du ctal adenocarcinoma in vitro 

and in vivo Regional Anesthesia 

&amp; Pa in Medicine 2023/06 

Tomoya Kuramochi Makoto 

Sa no Ichie Kajiwara 

Yukino Osh ima Tomoaki 

Itaya Jinsuk Ki m 

Yoshimi Ichimaru Osamu K 

itajima Atsushi Masamune 

Hideaki Ijichi Takahiro 

Suzuki 

Structural Characterization of 

Zinc(II)/Cobalt(II) Complexes of Chiral N-

(Anthracen-9-yl)m ethyl-N,N-bis(2-

picolyl)amine a nd Evaluation of DNA 

Photocl eavage Activity 

Chemical and 

Pharmaceutical 

Bulletin 

2023/07 

Yoshimi Ichimaru Koichi 

Kato Rina Nakatani Risa 

Isomura K irara Sugiura 

Yoshihiro Yamaguchi 

Wanchun Jin Hideki Miz 

utani Masanori Imai 

Masaaki Kurihara Mikako 

Fujita Masami Otsuka 

Hiromasa Kurosaki 
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論文タイトル 掲載誌・発行元 掲載月 著者 

Artificial helix supramolecule by doubly p-

xylyl bridged bis (ZnII–cyclen) (cyclen = 

1,4,7,1 0-tetraazacyclododecane) 

Inorganic Chemistry 

Communi cations 5 

市丸嘉、加藤紘一、杉浦雲

母、磯村莉沙、藤岡晴人、

小池透、藤井早由利、栗原

正明、山口佳宏、金万春、

今井幹典、黒崎博雅 

Identification of the Most Imp actful 

Asparagine Residues for γSCrystallin 

Aggregation by Deamidation 

Biochemistry 5 

加藤紘一、仲吉朝希、北

村祐貴、栗本英治、小田彰

史、石川吉伸 

Structural Characterization of 

Zinc(II)/Cobalt(II) Complexes of Chiral N-

(Anthracen-9-yl)m ethyl-N,N-bis(2-

picolyl)amine a nd Evaluation of DNA 

Photocleavage Activity 

Chemical and 

Pharmaceutical 

Bulletin 5 

市丸嘉、加藤紘一、中谷莉

菜、磯村莉沙、杉浦雲

母、山口佳宏、金万春、水

谷秀樹、今井幹典、栗原正

明、藤田美歌子、大塚雅

巳、黒崎博雅 

Three-dimensional structure pre diction of 

[GADS]-proteins as 

tentative primitive proteins. 

Chemistry Letters 1 

仲吉朝希、加藤紘一、栗

本英治、小田彰史 

Structural Impact Assessment of Cytochrome 

P450 2A13 Po lymorphisms Using Molecular 

Dynamics Simulations 

Biological & 

pharmaceutical b 

ulletin 

2 

加藤紘一、仲吉朝希、日置

翔、平塚真弘、石川吉

伸、栗本英治、小田彰史 

Proteomic analysis of adult T- cell 

leukemia/lymphoma: A bi omarker 

identification strategy based on preparation 

and in-so lution digestion methods of total 

proteins 

Leuchemia Research 2024 年 3 月 

Haruka Sudo, Yasuhiro 

Tonoy ama, Emi Ikebe, 

Hiroo Hasega wa, 

Hidekatsu Iha, and Yo-

ichi Ishida 

The Association between Mole cular Initiating 

Events and Dr ug-Induced Hiccups 

Pharmaceuticals 2024 年 3 月 

Ryuichiro Hosoya, Reiko 

Ishii- Nozawa, Tomoko 

Terajima, Hajime Kagaya, 

Yoshihiro Uesawa 

A case-control study showing Magnesium Research 2023 Jun 1; 

36(2): 23-30. 

Hidetoshi Ishii, Risa 

Sawada, 

low creatinine clearance and high magnesium 

intake as risk factors for hypermagnesemia 

in older individuals 

 Megumi Shiomi, Kiyoshi 

Shibuya 

吸入デバイス使用時の問題点 

―手指機能に関連する課題― 

人間工学 2023、  Suppl 

59、S1C6-03 

浦 裕 之 、定本清美、

久保田清、森尾裕志 

Proteomic analysis of adult T- cell 

leukemia/lymphoma: A bi omarker 

identification strategy based on preparation 

and in-so lution digestion methods of total 

proteins 

Leukemia Research 138:107454, 

2024 

Haruka Sudo, Yasuhiro 

Tonoya ma, Emi Ikebe, 

Hiroo Hasegawa, Hidekatsu 

Iha, Yo-ichi Ishida 

Effects of Opioids, Steroids, B 

enzodiazepines, Anticholinergic s, and 

Antihistamines on the Efficacy of 

Antipsychotics for Treating Delirium in 

End-of- Life Adult Patients 

Undergoing Palliative Care 

Journal of Pain & 

Palliative C are 

Pharmacotherapy 37(4) 

29 

8-307

2023/11/1 Junya Sato, Rei Tanaka 

Japanese Nationwide Comparat ive Survey of 

Medication Gui dance provided by Certified 

and Non-certified Palliative Care 

Pharmacists 

The Journal of 

Nippon Medica l 

School 90(6) 449-459 2023/12/1 

Rei Tanaka, Yumi Satoh, 

Yuki o Suga, Junichi 

Nakagawa, M asayuki 

Miyazaki, Ryoichi Ha giwara, 

Mayako Uchida, Hisamitsu 

Takase 

Efficacy of Combined Use of Suvorexant and 

Ramelteon in Preventing Postoperative Deliri 

um: A Retrospective Comparative Study 

Journal of 

Pharmaceutical Heal 

th Care and Sciences 

9(42) 1- 

8 

 

2023/12/1 

Shoya Ikeuchi, Rei 

Tanaka, Te iichi 

Sugiura, Kaori Shinsato, 

Akane Wakabayashi, Junya 

Sat o, Keiko Suzuki, 

Michihiro Shino 
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論文タイトル 掲載誌・発行元 掲載月 著者 

1 宿泊型産後ケアにおいて助産師が提供すべきケ

アの構成要素の明確化（査読付） 
日本母性看護学会誌, 

24(1).15-22,2023 12 月 青島恵美子、島袋香子 

シミュレーション教育に関する日本語版学習指導におけ

る学生の満足度と自信尺度(SCLS)の信頼性・妥当性の

検証(原著論文) 

日本看護シミュレーショ

ンラーニング学会誌

(2758-5476)1 巻 Pa 

ge12-20(2023.) 

2023.9.27 
鈴木 良美,  阿部 幸恵,  

伊藤綾子, 藤野 ユリ子, 

澤井 美奈子, 石田 千絵, 

井口 理, 神庭純子 




